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classroom，Google form によるテスト等，Google の
教育用ツール群が充実したため，Google のツールが
最良と結論された。回答を収集するツールは






Apps Script を用いることにより，Google form の自
動生成，回答 URL の QR コードの生成とリアルタ















Web 会議で使用した。使用したGoogle form は，形
式の統一と回答用 URL の安定した設定のため，






を作成した（図 1D）。同時に，Google form に入力




URLを掲載した（図 1F）。Google spreadsheet と連




授業実施時間のうち，30 分間を Google meet によ
るWeb 会議として設定した。酪農学園大学は，G-
suite Enterprise for Education（現 GoogleWorkspace

















は，回答をGoogle form に入力した（図 2A）。教員
は回答記入開始後，設定用のGoogle form で回答を
表示する Google spreadsheet を新規作成した（図








回答は Google forms のレスポンスには明確な影響
は与えなかった。学生の回答については，制限時間
内の最後の回答を採点対象とした。






























2 遠 藤 大 二 3授業中レスポンスシステムの開発・運用報告
4 遠 藤 大 二 5授業中レスポンスシステムの開発・運用報告
A 設問生成データを記入するGoogle spreadsheet B 設問回答用 Google form を生成するための Google Apps
Script の起動
C Google Apps Script のソースコード（部分）
D Google Apps Script の実行により生成した設問回答用
Google form
E Google Apps Script の実行により Google form URL および QR コード URL が記入さ
れたGoogle spreadsheet
F Google meet による双方向遠隔講義の際に使用した
Google slide のタイトルページ
図 1
A：Google form 作成の基本情報を記載する Google spreadsheet。基本
情報としての科目名，実施回および実施日が記載される。B：Google
spreadsheet からの Google Apps Script の表示・実行メニュー。ツール
からスクリプトエディタをクリックするとGoogle Apps Script の表示画
面が表示される。C：Google spreadsheet からデータを読み取り，
Google form を作成する Google Apps Script。メニューから実行を選択
することによりスクリプトが実行され，Google form が作成される。D：
Google Apps Script から作成される Google form。当該フォームは書式
設定と回答収集専用で，回答収集フォームは作成元になった Google
spreadsheet に自動的に記入される。E：Google Apps Script により，生
成・記入された回答収集用 Google form の URL および当該URL の QR
コードが記入される。F：回答者に提示する Google プレゼンテーショ
ン。Google form の URL および当該 URL の QR コードは，Google
spreadsheet からコピー・記入された。
4 遠 藤 大 二 5授業中レスポンスシステムの開発・運用報告
B 設問回答用 Google form への学生の回答後の管理用
Google form
C 設問管理用 Google form から生成された回答表示
Google spreadsheet
D 設問回答用Google form に教員が設問回答受付の終了を
記入したことを記録したGoogle spreadsheet
図 2
A：回答収集用 Google form。受講者にはこのフォームのみが表示される。B：生成用 Google form に表示された回答数と回答表示用 Google
spreadsheet の生成リンク。C：回答表示用Google spreadsheet に表示される回答。各回答について，入力時刻，学籍番号および回答がリアルタイ
ムで表示される。D：設問回答時間の終了を刻印するための教員による入力記録。学生には，教員を示す学籍番号（この場合は 1）は開示しない。
回答の時刻の刻印が時間終了後になっている回答の採点時の取り扱いは教員が調整する。
A Google Apps Script の実行により生成した設問回答用
Google form
A Google form への回答を分類して採点結果を記入する
Google spreadsheet
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22061301 1 0 1 1
22061302 1 0 1 1 1





















6 遠 藤 大 二 7授業中レスポンスシステムの開発・運用報告
表 1
A Google form を用いた双方向遠隔講義への参加状況
回 参加全数 Google meet・Form双方に参加 Google meet のみ Google form のみ
1 134 72 2 60
2 135 131 4 0
3 129 127 0 2
4 121 116 3 2
5 125 125 0 0
6 117 117 0 0
7 118 114 3 1
8 129 127 1 1
B 講義回・設問ごとの参加者中のGoogle form への回答率および得点率








87.6 69.8 87.6 93.8 94.6 96.9
8.6 60.6 68.1 53.3 83.2 54.4
4
88.1 92.4 75.4 76.3 52.5
75.4 35.8 72.6 55 28.2
5
88.8 64 95.2 96 72
70.3 11.2 96.5 84.2 17.8
6
89.8 91.5 90.7 94.9 94.9 93.2 94.9 89.8 97.5
92.8 49 77.7 84.5 84.8 65.5 70.2 9.2 92.2
7
91.5 94.1 96.6 83.9 88.1 73.7 88.1 92.4 94.9 84.7
91.1 38.3 95.2 94.1 99 56 92.2 96.3 92.9 59.1
8
85 88.7 88 87.2 85.7 83.5 88 91.7 88 67.7
94.9 94.9 82.9 95.8 39.4 71.4 100 93.4 71.4 28.4
A：講義回ごとのGoogle meet の参加学生数とGoogle form への回答者数。いずれかのシステムに参
加または回答した学生の人数を参加全数とする。人数制限のため一部学生が参加できなかった第 1
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